
令和６年度　学校評価表

学校評価の流れ（※令和６年度の学校評価が令和７年度および令和８年度の教育活動につながる部分のみ表記しています。）

校区教育協働委員会

品川区立旗台小学校 校長 遠藤　和朗

旗台小学校校区教育協働委員会 委員長 小林　福太郎

　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正  令和5年３月２４日 教育長決定 要綱第５号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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令和６年度　学校評価　品川区立旗台小学校

評価項目１　学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

週末には３年生以上の児童に学年で足並み
をそろえた宿題を課し、児童自身の興味・関
心のある主体的な学習の機会を与える。

・宿題については、学年では足並みをそろえられていた。
・学年によっては、週末に調べ学習をさせるなど主体的な学習の機会を与え
ていたが、頻度は低かったように思う。学習指導の年間計画から学年ごとに
主体的な学習の「テーマ」を見通しておくべきだった。

B

今後も保護者と連携を図り、家庭学習の必
要性を伝えていく。
音読をteamｓで行うことにより、児童が自分
で正しく読めているか確認することができる
ようになったので有効活用していく。また、
しっかり取り組んでいることも把握できるの
で、取組の様子を家庭に伝えていく。

重点目標

評
価
指
標

B

・児童の学力に大きく差がある。個別の指導も行っているが、それだけでは解決には
至らない。学校・家庭との連携が不可欠であり、学校だけが改善しても変わらない。
・多くの教科で平均を上回ることは達成している。今後は、平均並みや下回っている数
値の学習に関しての手立てを考え、指導に生かす。

区学力定着度調査で各教科の平均正答率
が区の平均を上回るようにする。

①

②

４５分の授業の中に、意図的計画的に児童
が「話す活動」、「書く活動」を取り入れ、表現
力の向上に努める。

帯の時間やスタディタイム、地域未来塾を活
用し、児童の基礎的・基本的な知識の定着を
図る。

・帯の時間に何を学習するかは、学校全体として統一できている。スタディタイムは低
学年は毎週行っており、ひらがな・かたかなの習得に生かすことができた。
・授業内で個別に指導することが中々難しい児童や、基礎学力が低い児童のためにも
活用することで、学びに向かう姿勢が確保されて良いと思うが、算数少人数担当を中
心に計画が立てられるとさらによい。

B

・話し合いや書く活動は、取り入れているが、意図的計画的にという点に課題がある
「話す」「書く」活動については、正解を求める児童が多いので、まずは、見本を示して
から行うようにしている。グループ活動では発言ができるが全体での発表が少ないの
は課題である。
・タブレットを使う授業と、ノートを使う授業の計画的な授業作りが必要。

年度当初、および学期はじめには保護者に
対して家庭学習の必要性について繰り返し
話し、家庭学習の定着を図る。（習慣が身に
付いている児童の割合：９０％以上）

B

荏原五中グループ（４校）との小中合同研修
会を計画的に実施する。また、市民科一貫プ
ランの見直しと実践を行う。

・合同研修会は予定通りに実施できなかった。昨年度と研修会の在り
方が変更されたことで、荏原五中グループの教職員が集まる機会が
なかった。

B

〇荏原第五中学校、中学校区の２校との連携を密にし、義務教育９年間の全教育活動を通して学力の定着・向上を
目指す。
・タブレット端末を効果的かつ有効に活用し、児童の学習意欲の向上、主体的に学ぼうとする態度の育成を目指す。
・学習規律を明確に示し、学習に対する前向きな姿勢を育成する。
・教師の指導力を向上させ、分かりやすい授業を目指し、児童の基礎的・基本的な知識・技能の習得を目指す。

今後の課題と改善策

・学力向上は大きな課題である。スタディタイム・未来塾
の活用をしているが、大きく伸びてはいないのが現状
である。日々の授業での児童の見取りが必要である。
他教科との連携を図り、教材研究を行う。
・少人数算数の教師を中心に、その子のつまずきがど
こにあるのかを分析したい。
・漢字や計算のつまずきは、練習をしたり、覚えたりす
ればよいが、問題を解いたり、自分の考えを伝えること
は中々生活経験や学習環境によって個人差があるた
め、学校と家庭の連携を密にとる。
・スタディタイムについて、基礎基本定着という指標を
全体で再確認する。算数の全学年のプリント用意して
おき、スタディタイムで共通で使用していくなど、スタ
ディタイムの取り組み方を統一できるとよい。
・eライブラリーを活用しての朝学習なども取り入れ、国
語の漢字だけでなく算数も行うと良いと思う。
・授業での理解度を上げるために、スタディでは、復習
の内容ではなく、次の単元につながる内容の復習と次
の単元の予習をするとよいのではないか。

・宿題の提出は90％以上の児童ができている。
・宿題を忘れる児童は、決まってきている。親の帰りが遅く、家庭での学習を見てもら
えていない児童も多いと感じる。
・家庭学習が身についている子とそうでない子の差が激しい。学期初めは児童にもや
る気が見られるが、だんだんと家庭でみていただくこと（丸付けなど）も薄くなっている
ように感じる。

B



令和６年度　学校評価　品川区立旗台小学校

評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

「旗台の子ども」に記されているルールやマ
ナーを守り、落ち着いた安全な生活をする児
童の割合を８５％以上とする。

・おおまかなルールは守られているが、細かいルールが徹底されていない。
・全体会できまりやルールの設定理由を確認する時間を設けて、各担任の先生と共有
することが概ねできた。
・行事前や長期休業日前など。廊下歩行やチャイムで行動するなど、時期によって守
らていないことがある。

B

市民科の学習を通して、集団生活における
ルールやマナーについての理解を深める。

・市民科の授業を意図的に行い、ルールやマナーについてが学習している。なぜルー
ルがあるのか、マナーとは何なのか、児童の学校生活の中で起きることを取り上げた
り、市民科の教科書に沿って考えることができた。
・低学年はセカンドステップでも、集団生活のルールやマナーを学ぶことができた。一
部計画的に指導ができていない学年もあり、教員の意識を高めていく必要がある。

B

各学年、教職員による「あいさつ運動」を計
画的に実施し、すすんであいさつをする児童
を８５％以上とする。

・あいさつキャンペーンを実施している期間は90％以上の児童がで積極的に挨拶でき
るが、なかなか持続しない。継続的に自分から挨拶をする習慣を身に付けさせたい。
教員も常に評価していくことが必要だと感じる。

B

「旗台の子ども」を活用し、本校のきまりを
しっかりと理解させ、基本的な生活習慣の定
着を図る。

・クラス開きの時期に「旗台の子ども」を活用して、ルールの確認をする時間を各クラス
に取るようにした。
・学年の実態に併せて、確認の時間を取ることができたが、教職員によって差がある。

B

たてわり班活動や学校行事を通して主体的
に活動しようとする児童の割合を８５％以上
とする。

・90％以上の高学年が率先して動いている。その姿を見て、低学年も楽しく活動してい
た。高学年児童が成功体験を積み重ねられるように、活動を教員がサポートすること
ができた。たてわり班活動の様子が、年々和やかになっており、緊張がなくなってき
た。高学年は、先輩たちの行動を学び、主体的に活動を進行している。
・学校全体で児童を育てる意識がさらに必要。

A

教職員は児童が大いに楽しみ、もっている力
を十分に発揮でき、充実感と満足感のある
取り組みを意図的・計画的に設ける。

・意図的・計画的な取り組みを考える時間の確保が課題。教員の実施計画の読み取り
があまく、全体で統一されるべきことが統一されないことが多い。より意図と計画性を
大切にして指導にあたるべき。
・全校遠足やたてわり班活動を通して児童は充実感をもてていたように見えた。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

６年生は任された役割を果たすためによく頑
張っていると思う。たてわり班活動について
は、６年の担任だけでなく、他の教員も６年
生の指導を積極的に行う必要があると思う。
どの教員も自分の班には責任をもって指導
にあたる意識をもつべきである。意図や計画
の共通理解が大切である。

〇全教育活動を通して、児童に人として生きていく上で必要な知識や技術、技能を身に付けさせ、様々な場面で実
践できるようにさせることや、社会性や人間性、主体性を育成する。
・市民科の学習を充実させ、学校や社会のルール、マナーに関する理解を深める。
・たてわり班活動や学校行事に主体的に取り組ませ、児童の社会性、人間性の育成を図る。
・「すすんであいさつ」を生活指導上の重点事項とし、自然に挨拶が交わせる学校をつくる。
・基本的な生活習慣を身に付けさせるために、全学級・学年において足並みをそろえた生活指導を行う。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

教員間の認識のずれがないようにしたい。な
ぜルールを守る必要があるのかをきちんと
説明した上で、どの教員も同じようにルール
を徹底する指導を行うべきである。ルールを
守りやすく、守りたくなるような声掛けや周知
の仕方を検討する。

②

教職員からも元気に挨拶をしていくことが今
後も重要である。教員が手本となるとよい。
挨拶できていることを常に評価し、子どもに
声を掛け続けていくことが必要である。



令和６年度　学校評価　品川区立旗台小学校

評価項目３　体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

前年度の体力調査の結果を全教職員で周
知し、すべての種目において都平均の下限
５ポイント以内とする。

・体力テストの項目を意識して運動には取り組ませられていないので、体力
テストの項目を練習させることが必要である。体力も個人差があるが、体の
動かし方など児童に指導する時間が必須になる。

B

日常の体育学習の成果が発揮できるような
体育的行事（運動会）を企画・実施する。

・表現、団体を低・中・高の２学年で取り組んだことで、上級生が下級生に教
える姿が見られた。
・学年で長縄に取り組むことで団結力が高まり、運動の成果を発揮すること
ができた。

B

体育授業においてTAを効果的に活用し、児
童に運動の楽しさを味わわせるとともに、意
欲的に運動する態度を養う。

・TAの支援は、とても助かるので支援内容を事前に伝えるなど計画的に行え
るとよい。授業に必要な教具の準備や個別に指導が必要な児童に付くこと
で、全体が楽しく運動に取り組むことができた。

B

スポーツトライアルやワンミニッツエクササイ
ズにもTAを有効に活用し、運動技能の向上
を図る。

・TAとの連携が上手くできなかった。体育での単元の授業の前にワンミニッ
ツエクササイズなどで体をほぐすことが重要だと感じた。
・体力や運動の技能は低下しているように感じる。

B

基本的な生活習慣を身に付けさせ、安全で
健康な生活を自ら心掛ける児童の割合を
９０％以上とする。

・90％以上の児童が心身共に元気に登校している。生活習慣の指導は丁寧
に行っているが、家庭の問題もあり、実践に至れているとは言い難い。
健康な生活を送ることが重要だということは理解しているが、自ら改善しよう
とする姿勢をつくるための土台作りが難しい。

B

養護教諭を連携し、健康指導を充実させ、児
童が日常生活に生かすことができるようにす
る。

・児童についての情報交換を日々行っているため、児童の様子の変化など
にすぐに気付くことができた。養護教諭が丁寧な対応をしてくださっているの
で、児童の健康を保つことができている。また身体測定時など興味深い授業
をしていただいている。日常生活に生かすためには、家庭との連携が必要。

A

栄養士、養護教諭による教職員対象のアレ
ルギー対応研修を実施するとともに、児童対
象の食育指導を計画的に実施する。

・アレルギー時の対応に関しては、分かりやすいファイルを作成してあるの
で、全職員がどのように対応すればよいかが共有できた。
パクパクだよりを通して、色々な食材や料理を知ることができ、栄養に関して
の関心も深まった。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

体力の低下は年々言われているが、やはり
感じる。近年は暑さからか、外遊びの機会が
減っているので、引き続き体育館遊びの機
会を設け、少しでも体を動かせるようにして
いきたい。
TAの先生と上手く打合せができず、効果的
な指導ができていないことがあると思う。指
示表に書き込んだことは、臨機応変に対応し
てくれるので大変助かっている。TAについて
は各年の取り組み実践が引継がれておら
ず、計画にロスがあると感じる。年間を見通
してTAが配置できるようにする。

アレルギーや非常時については、シナリオの
ない対応訓練を行うとより対応力がつくと思
う。また、アレルギーは命に関わるので、受
け渡しには必ず大人が付くことを徹底する。
食育に基づいた給食指導を徹底する。

〇児童が生涯にわたって健康の維持・増進のための基本的な生活習慣を身に付けさせるために、日常的に運動を
楽しんだり、食について考えたりする活動を意図的・計画的に取り入れる。
・児童が主体的に運動に取り組めるよう、体育の授業ではTAを有効に活用したり、体育集会や日常の休み時間に
もすすんで体を動かしたりできるよう配慮する。
・保健指導などにより、健康についての知識を深め、安全な生活習慣を身に付けさせる。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①



令和６年度　学校評価　品川区立旗台小学校

評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

教職員は日常的にアンテナを高く張り、対応
が必要とされる児童がいた場合にはすぐに
面談をするなどの対応を行い、教職員間の
情報共有を１００％行う。

・こまめに児童本人、保護者にも連絡をした。また、「子どもを語る会」を活用
して、全職員にも情報共有ができた。
・児童の様子を注意深く見て、いつもの様子と比べて行動観察を徹底するよ
うにしている。何かあれば学年・管理職に報告し、すぐに対応する体制を取
れている。

A

デイケン等、アンケート調査の状況を確実に
把握し、必要とされる場合には確実に面談等
の対応を行う。

・いじめDアンケートの結果を共有し、児童指導にあたることができた。いじめを未然に
防ぐこともできたが、デイケンが児童にとってマンネリ化しているように感じる。
・導入初期は実施に時間がかかることやログインができないことなどもあり、実施でき
ないことがあったが、現在は、どのクラスも確実に行い、結果をフィードバックして児童
指導に生かしている。

B

落ち着かない、集中できないなど配慮が必
要な児童の状況を「子どもを語る会」で情報
共有を行い、全教職員で対応する。

・時間設定を前早めたことで昨年度よりも、「子どもを語る会」の時間が長くなり、より
しっかりと伝えることができるようになったと思う。
・「子どもを語る会」で情報共有を行い、対応の方法も話している。語る会で他の学年
の実態や児童の課題を共有できている。

A

「子どもを語る会」でいじめや不登校（傾向）
につながる案件についても情報の共有を行
うとともにSCとの連携も密にする。

・SCと情報交換をすることで、担任に話せていないことや家庭の状況を知る
ことができた。
・SC、巡回指導員などの助言を受けた。また、子どもを語る会でも全職員に
情報共有を行い、対応の方法も話している。

A

「いじめ０」を目指し、児童の小さな変化も見
逃さず、未然防止・早期発見・対応を常に心
掛ける。

・休み時間の様子も観察するようにしている。
・日々の指導で、他人を思いやることについて伝えてきた。また、学習サポート員、巡
回指導員などと情報共有することで、児童の変化を見取ることができた。変化を見逃さ
ないように、専科の授業での様子も観察するようにしている。

A

いじめ根絶バッジの活用、児童会が主体と
なったいじめ防止の取組等を行い、いじめの
ない学校体制を構築する。

・いじめ根絶バッジを着用する機会を設けることができなかった。
・いじめ根絶バッジを活用した取組を代表委員会などで企画して全校
でいじめ防止について意識できる機会があるとよかった。

C

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

子どもを語る会で周知できるのはありがたい
が、時間をかけすぎない等のあり方を見直し
たい。
不登校の児童も増えている。ひまわりルーム
の必要性は大きいので、過ごし方などを検討
し、充実させていく。

③

トリプルチェンジを活用し、自分たちの日頃
の学校生活に置き換えて考えることができ
た。いじめ根絶バッジについて知ることが必
要。全教員がこまめにいじめの定義を確認
し、絶対に許されない行為であることを指導
していく。次年度は計画的にバッジを活用し
たいじめ防止に向けた活動を取り入れてい
く。

重点目標

〇「いじめは絶対に許されない・許さない」という共通認識のもと、学校・保護者・地域で一人一人の児童の様子から
いじめの兆候を発見し、未然防止に全力を尽くすとともに、発見した場合には迅速な対応を行う。
・児童間の実態把握のために、デイケン等の調査を継続して実施し、（週１回の）「子どもを語る会」において結果の
共有を行う。
・報告・連絡・相談を徹底し、管理職も含めた全教職員で児童理解に努める。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

いじめDアンケートや二コリの結果だけでなく、
きっかけとして児童一人一人に目を向けて対応す
る。アンケート機能ができたことで、把握はできる
が、問い方が難しいので子供もきちんと理解でき
ていないまま回答しているところがあるので、児童
がきちんと理解してできるよう、調査の仕方も考え
るべきかと感じる。
教員間での情報共有を今後も密にして、どの教員
でも同じように対応できるようにする。
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評価項目５　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

たてわり班活動を充実させるために、６年生
児童と共にその企画・準備を計画的に行い、
肯定的な評価を９０％以上とする。

・肯定的な評価は90％以上だが、全教員でたてわり班を育てる意識にばらつ
きがある。
・たてわり班活動は児童が楽しみにしている活動であり、学年を超えた交流
ができる良い機会であると感じる。

B

たてわり班活動を通して異学年集団におけ
る高学年児童の主体性の育成やより良い人
間関係の形成を図る。

・たてわり班活動により、６年生が主体的に活動する場面が多くあった。ま
た、１年生も６年生に懐いており、学校全体として良い雰囲気作りができた。
・５年生は下級生のお世話をすることで高学年としての自覚が高まっている。

A

「朝読書」の時間や「図書の時間」を有効に
活用し、児童アンケートにおける言語や読書
活動への肯定的な評価を９０％以上とする。

・朝の登校時間によって、よく取り組んでいる児童と全く参加できていない児
童といる。準備したら読書の流れを学校として統一できるとよい。
・行事に向けて取り組めない実態があるものの、読書月間を年に２回実施
し、読書に親しめるよう努めた。

B

基礎・基本の時間を活用し、児童の基本的な
知識の定着を図るとともに、学習に向かう姿
勢を育成する。

・休み時間は一緒に遊んだり様子を見ながら、専科の授業にも積極的に見
に行き、小さな変化にも気付けるようにしている。
・「サントレ」の瞑想の時間は有効であった。低学年のうちは、体幹を鍛えるこ
とも基礎・基本の一つかもしれない。

B

小中一貫教育の研修において、市民科の一
貫プランの見直しを行うとともに、全学年にお
いて授業に生かす。

・一貫プランでの見直しなどについて、周知されていない。 B

学校・保護者、地域が常に協力できる体制を
とり、外部人材の積極的な活用を図る。

・CSさんのご協力で、児童にとって有意義な体験活動ができるきっかけになっている。
地域のお店の方々やボランティアの方々の手厚いご協力のおかげで、生活科での町
探検学習、野菜作りや植物を育てる体験が充実した。
・家庭科のミシンや図工の電動のこぎりなど地域の人が補助で入ってくれている。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

連携してどんな児童を育てるかを周知し、計
画するべきだと考える。具体的な指導に生か
す案がほしい。まずは、小中一貫教育につ
いて知る必要があり、中学校との連携を図る
時間も確保するべきかと思う。
年度初めにCS、ACとの打ち合わせの時間を
とり、ボランティアが必要な行事などの見通し
を立てる。

〇たてわり班活動を意図的・計画的に取り組み、高学年のリーダーシップを育てるとともに異学年での活動を通して
楽しく充実した学校生活が送れるようにする。
〇荏原五中との一貫教育の更なる充実のため、計画的に連携を図るとともに交流活動を実施する。重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

たてわり班活動の拡充を目指す。具体的には「た
てわり清掃」や「たてわり読み聞かせ」などを企画
する。高学年が主体的な取り組みやすいものから
実践し、児童から企画を募集、運営することを目
標とする。
今年度は行事も多く、なかなかじっくりと縦割り班
の時間をもてなかったが、今後も集会などにも活
用して、異学年交流の時間が取れると良い。

②

朝はどの学級でも読書を徹底し、遅刻の児
童も静かに教室まで来られるようにしたい。
全クラス徹底はできていないので、時間に
なったらクラス全員が着席して読書をするこ
とを徹底させる。また、遅刻してきて読書がで
きない児童については家庭に連絡をする。


